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2013年７月５日　第 274 号

集会のあと、青森市内を行進

写真＝第８４回メーデー県中央集会デモ行進

白衣でアピール

◀ 

講
演
す
る
泉
澤
弁
護
士

▼
６
月
16
日
、「
さ
よ
う
な
ら

原
発
大
間
集
会
」
が
一
坪
地
主

の
土
地
で
行
わ
れ
、
全
国
か
ら

500
人
が
参
加
し
、
大
間
の
町
民

に
大
き
く
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
▼
そ
の
翌
日
、
自

民
・
高
市
政
調
会
長
に
よ
る

「
原
発
事
故
で
死
者
は
で
て
い

な
い
」。
だ
か
ら
、「
安
全
性
を

確
保
し
な
が
ら
活
用
す
る
し
か

な
い
」
と
の
発
言
に
は
唖
然
と

し
た
。
理
由
と
し
て
、「
原
発

は
廃
炉
ま
で
考
え
る
と
莫
大
な

お
金
が
か
か
る
」
な
ど
と
し
て

い
る
。
命
よ
り
お
金
が
大
事
な

の
か
と
言
い
た
い
。
▼
「
命
は

金
で
買
え
な
い
。
海
と
自
然
を

大
事
に
し
て
、
子
や
孫
に
引
き

継
ぐ
の
が
母
親
の
務
め
だ
」
と

言
っ
て
、
億
単
位
の
金
を
積
ま

れ
て
も
土
地
を
売
ら
な
か
っ
た

故
・
熊
谷
あ
さ
子
さ
ん
の
爪
の

垢
で
も
飲
ま
せ
て
や
り
た
い
。

▼
福
島
県
民
が
言
っ
た
。「
事

故
が
な
け
れ
ば
死
な
な
か
っ
た

人
は
沢
山
い
る
」
と
。
▼
安
倍

首
相
は
５
月
に
、「
過
酷
な
事

故
の
教
訓
を
世
界
と
共
有
し
、

原
子
力
安
全
の
向
上
に
貢
献
す

る
の
は
日
本
の
責
務
だ
。
福
島

の
原
発
事
故
を
経
験
し
た
か
ら

こ
そ
原
発
を
輸
出
す
る
」
と
発

言
。
ま
る
で
自
分
の
畑
で
作
っ

た
野
菜
で
、
食
中
毒
を
起
こ
し

た
後
始
末
も
つ
い
て
い
な
い
の

に
、
訪
問
販
売
を
す
る
よ
う
な

も
の
だ
。
▼
高
市
政
調
会
長
の

暴
言
は
、
安
倍
政
権
の
姿
勢
を

示
し
た
も
の
で
あ
り
、
政
権
党

幹
部
と
し
て
資
格
は
な
い
。
▼

暴
走
す
る
無
責
任
政
党
に
参
議

院
選
挙
で
審
判
を
下
そ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
柳
谷
）

奥村榮県労連議長の訴え

国
民
主
権
の
絶
好
の
機
会

〝
怒
り
〞を
巻
き
起
こ
そ
う

北
海
道
⇩
青
森
県
側
へ
引
継
ぎ

「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」で
の
「
三
本

の
矢
」は
、実
体
経
済
を
伴
わ
な

い
「
大
幅
な
金
融
緩
和
」で
資

金
が
株
や
投
機
に
流
れ
、株
価

の
高
騰
と
乱
高
下
を
引
き
起
こ

し
て
い
る
。「
大
規
模
な
財
政
出

動
」も
、す
で
に
失
敗
済
み
の
ゼ

ネ
コ
ン
型
大
規
模
公
共
事
業
で

あ
る
。

　

さ
ら
に
、「
成
長
戦
略
」は
大

企
業
儲
け
本
位
の
企
業
活
動
を

一
層
保
障
す
る
労
働
者
い
じ
め

の
規
制
緩
和
で
あ
る
。そ
し
て

そ
の
財
源
は
、国
民
負
担
で
あ

る
年
金
・
社
会
保
障
予
算
削
減

と
、消
費
税
の
大
増
税
で
ま
か

な
お
う
と
し
て
い
る
。

　

７
月
21
日
投
票
日
で
４
日
に
参
議
院
選
挙
が
公
示
さ
れ
ま
し

た
。
昨
年
暮
れ
の
総
選
挙
は
、
民
主
党
政
権
へ
の
失
望
と
、
民
意

を
反
映
し
な
い
小
選
挙
区
制
で
自
民
党
が
勝
利
と
い
う
結
果
。
第

二
次
安
倍
内
閣
が
誕
生
し
て
ほ
ぼ
半
年
。
安
倍
内
閣
へ
の
全
国
規

模
の
初
の
審
判
に
あ
た
り
、
奥
村
県
労
連
議
長
が
訴
え
ま
す
。

生活破壊の安倍政権に
参議院選挙で審判を！

　

５
月
６
日
に
北
海
道

・
礼
文
島
を
出
発
し
た

北
海
道
か
ら
東
京
コ
ー

ス
の
「
国
民
平
和
大
行

進
」
青
森
県
側
引
き
継

ぎ
集
会
が
６
月
２
日
、

青
森
市
平
和
公
園
内
時

計
塔
前
で
行
わ
れ
、
青

空
が
広
が
る
快
晴
下
、

300
名
が
集
い
ま
し
た
。

　

集
会
は
歌
声
で
オ
ー

プ
ン
。
谷
崎
嘉
治
県
原
水
協
会

長
が
主
催
者
挨
拶
。
鹿
内
博
青

森
市
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
紹

介
、
通
し
行
進
者
の
決
意
表
明

な
ど
の
後
、
各
団
体
の
行
進
旗

の
引
き
継
ぎ
を
し
ま
し
た
。「
震

災
被
災
者
と
連
帯
し
、
核
兵
器

の
な
い
平
和
で
公
正
な
世
界
の

た
め
に
歩
こ
う
」
と
い
う
ア
ピ

ー
ル
を
採
択
、
公
園
か
ら
県
庁

ま
で
の
約
２
㎞
を
行
進
。

　

翌
日
か
ら
２
コ
ー
ス
に
分
か

れ
県
内
行
進
。
太
平
洋
コ
ー
ス

は
８
日
に
岩
手
県
、
日
本
海
コ

ー
ス
は
６
日
に
秋
田
県
に
引
き

継
ぎ
ま
し
た
。

13
年
国
民
平
和
大
行
進

参
加
で
６
月
１
日
、
青
森
市
・

し
あ
わ
せ
プ
ラ
ザ
を
会
場
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
は
青
森
市
出
身
の
人
権

弁
護
士
で
自
由
法
曹
団
事
務
局

長
の
泉
澤
章
氏
。
泉
澤
氏
は
安

　
【
お
知
ら
せ
】

■
青
森
生
存
権
裁
判
第
１
回
控

訴
審
＝
７
月
12
日
13
時
30
分

〜
、
仙
台
高
裁

■
全
労
連
共
済
青
森
支
部
総
会

＝
７
月
13
日
15
時
〜
、
県
労
連

会
館
２
Ｆ
会
議
室

■
県
最
賃
大
幅
引
き
上
げ
座
り

込
み
・
署
名
行
動
＝
７
月
23
日

10
時
〜
15
時
46
分
、
青
森
駅
前

公
園

■
県
社
保
協
13
年
度
総
会
＝
７

月
27
日
13
時
30
分
〜
、
青
森
市

ア
ウ
ガ　

■
公
契
約
運
動
学
習
会
＝
８
月

３
日
14
時
30
分
〜
、
県
労
連
会

館
２
Ｆ
会
議
室
、
講
師
・
伊
藤

圭
一
全
労
連
調
査
局
長

　
「
国
民
の
怒
り
」
が
政
治
を

変
え
て
来
た
歴
史
を
思
い
出
し

て
も
ら
い
た
い
。
小
泉
構
造
改

革
に
よ
る
「
貧
困
と
格
差
」
拡

大
は
、
二
〇
〇
九
年
の
総
選
挙

で
、
選
挙
に
よ
る
初
め
て
の
政

権
交
代
を
実
現
し
た
。

　

し
か
し
、
公
約
違
反
を
繰
り

返
す
民
主
党
は
、
国
民
の
怒
り

に
よ
っ
て
、
二
〇
一
二
年
の
総

選
挙
で
惨
敗
し
て
政
権
か
ら
転

落
し
た
。
こ
の
国
民
の
怒
り

は
、
自
民
党
に
と
っ
て
も
恐
怖

で
あ
る
。

倍
政
権
下
で
の
明
文
改
憲
策
動

を
秘
密
保
全
法
制
定
と
同
時
並

行
で
進
め
、「
海
外
で
戦
争
を

す
る
国
」
づ
く
り
の
た
め
に
、

国
家
権
力
に
と
っ
て
都
合
の
悪

い
情
報
を
国
民
の
目
か
ら
隠
し
、

世
論
・
情
報
操
作
を
し
や
す
く

す
る
こ
と
、
情
報
取
得
・
漏
え

い
を
処
罰
対
象
に
す
る
狙
い
が

あ
る
と
強
調
。

　

人
権
と
民
主
主
義
、
言
論
の

自
由
を
守
る
た
め
、
様
々
な
市

民
運
動
と
連
帯
し
て
秘
密
保
全

法
阻
止
の
世
論
を
急
い
で
高
め

る
重
要
性
を
訴
え
ま
し
た
。

　

安
倍
首
相
は
、第
一
次
安
倍

内
閣
の
際
に
、小
泉
構
造
改
革

に
よ
る
「
貧
困
と
格
差
」拡
大

で
の
国
民
の
痛
み
を
顧
み
ず
、

教
育
基
本
法
改
定
を
強
行
し
、

国
民
か
ら
見
放
さ
れ
て
政
権
を

投
げ
出
し
た
。

　

そ
の
教
訓
か
ら
、本
来
の
大

企
業
支
配
・
ア
メ
リ
カ
従
属
と

復
古
主
義
を
前
面
に
は
出
さ
ず

に
、「
デ
フ
レ
不
況
克
服
」と
い

う
景
気
問
題
を
前
面
に
押
し
出

す
こ
と
で
、参
議
院
選
挙
勝
利

で
の
安
定
多
数
の
確
保
を
ね
ら

っ
て
い
た
。

　

だ
が
、内
閣
支
持
率
の
高
さ

を
背
景
に
、総
選
挙
時
の
公
約

違
反
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
を
は

じ
め
、道
州
制
推
進
基
本
法
の

制
定
、原
発
再
稼
動
・
原
発
輸

出
、憲
法
改
定
を
推
進
し
、再
び

そ
の
本
性
を
む
き
出
し
に
し
て

き
て
い
る
。

　

景
気
回
復
の
目
玉
で
あ
る

　

自
公
政
権
に
よ
る
悪
政
を
白

日
の
下
に
さ
ら
し
、
国
民
の
怒

り
を
巻
き
起
こ
そ
う
で
は
な
い

か
！
悪
政
を
阻
止
し
、
真
に
民

主
的
な
政
策
と
国
民
主
権
を
実

現
す
る
絶
好
の
機
会
が
、
ま
さ

に
参
議
院
選
挙
な
の
で
あ
る
。

　
　
　
（
見
出
し
は
編
集
部
）

　

憲
法
ネ

ッ
ト
青
森

な
ど
６
団

体
主
催
、

県
自
由
法

曹
団
後
援

の
「
秘
密

保
全
法
学

習
会
」
が

約
70
名
の

奥村　榮 議長

言論の自由を守れ
「秘密保全法」学習会
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核燃サイ
クル施設

第272回
まちがい
さがし

県民総決起集会
TPP参加断固阻止を

成
功
の
た
め
県
労
連
　
ど
な
　
奮
闘

原発・核燃反対の気持をひとつに

表彰式のあと全員で記念写真

質問に答える岩井氏

県内全域で3000人

〝
福
島
原
発
は
今
〞の
学
習
も

原発反対

●
ハ
ガ
キ
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
か
メ
ー

ル
で
回
答
。
氏
名
、
住
所
、

組
合
名
を
書
い
て
送
っ
て
下

さ
い
。
余
白
に
職
場
の
様
子

や
最
近
の
出
来
事
な
ど
を
ぜ

ひ
お
寄
せ
下
さ
い
。
正
解
者

の
中
か
ら
抽
選
で
図
書
券
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

●
締
切
＝
８
月
15
日

●
発
表
＝
９
月
号

●
宛
先
＝
〒
０
３
０
ー

０
８
５
２
青
森
市
大
野
字
若
宮

１
６
５
ー
１
９
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ

ー
ル
は
欄
外
に
表
記
。「
第
272

回
ま
ち
が
い
さ
が
し
」
係
ま
で
。

　

第
270
回
答
え
と
当
選
者

《
答
え
》　

①
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
の

　

線
路

②
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー

③
観
覧
車

④
こ
い
の
ぼ
り

⑤
右
手
前
の
男
の
子

⑥
右
の
テ
ィ
ー
カ
ッ
プ

⑦
女
の
子
の
ポ
ニ
ー
テ
ー
ル

《
当
選
者
》

　
夫
婦
で
ク
�
キ
�
に

か
よ
っ
て
い
ま
す
。（
成
田
夏

彦
・
年
金
者
組
合
）

　
参
議
院
選
挙
突
入
！

生
活
を
守
る
党
は
ど
こ
か
、
弱

者
の
味
方
は
ど
こ
か
、
五
感
を

フ
ル
回
転
し
て
投
票
し
よ
う
。

（
長
内
一
・
建
交
労
）

　
夫
が
丹
精
し
た
ボ
タ
ン
が

今
年
も
咲
き
ま
し
た
。
夫
は
ど

こ
か
ら
か
見
て
い
る
で
し
ょ
う
。

　
青
森
空
襲
の
戦
跡

め
ぐ
り
を
し
ま
し
た
。
も
っ
と

ゆ
っ
く
り
見
た
い
な
〜
。（
工

藤
哲
子
・
年
金
者
組
合
）

　
４
月
よ
り
再
雇
用
で

頑
張
っ
て
い
ま
す
。（
工
藤
順

勝
・
私
教
連
）

　
今
頃
に
な
�
て

気
温
が
あ
が
っ
て
も
遅
い
。
来

年
こ
そ
は
合
浦
公
園
で
‥
‥
。

（
細
川
弘
彦
・
年
金
者
組
合
）

　
Ｇ
Ｗ
中
の
５
月
４
日
�

被
災
地
の
今
を
見
て
お
こ
う

と
45
号
線
を
走
っ
た
。
宮
古

市
、
山
田
町
、
大
槌
町
、
陸
前

高
田
市
。
復
興
の
遅
れ
を
感
じ

た
１
日
だ
っ
た
。（
新
岡
武
信
・

三
八
地
労
連
）

　
ま
ち
が
い
さ
が
し
や
�

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
が
楽
し

み
で
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。（
紀

田
富
子
・
年
金
者
組
合
）

　
先
日
�
頂
き
物
の
ウ
ド

を
食
べ
ま
し
た
。
や
は
り
天
然

物
は
味
、
香
り
が
い
い
。（
村

田
洋
子
・
年
金
者
組
合
）

　
こ
の
春
�
息
子
が

大
学
進
学
し
ま
し
た
。
教
育
費

は
す
べ
て
無
料
に
す
べ
き
だ
と
、

い
つ
も
思
い
ま
す
。（
立
柳
直

子
・
県
国
公
家
族
）

大
間
現
地
集
会
に
500
名

第16回カレイ釣り大会

反
対
連
絡
会
が
総
会

県労連・保険医協会共催

　

集
会
は
原
発
サ
イ

ト
に
隣
接
し
た
「
大

間
原
発
反
対
地
主

の
会
」民
有
地
で
開

催
。弘
前
市
出
身
の

ル
ポ
ラ
イ
タ
ー
の
鎌

田
慧
氏
、「
あ
さ
こ
ハ

ウ
ス
」の
小
笠
原
厚

子
氏
、津
軽
海
峡
対

岸
の
函
館
市
民
50

名
ほ
か
、他
県
か
ら

も
多
数
参
加
。奥
村

県
労
連
議
長
な
ど
９

名
が
次
々
マ
イ
ク
を
握
り
、原

発
・
核
燃
即
時
中
止
を
訴
え
、

会
場
は
拍
手
と
歓
声
に
包
ま
れ

ま
し
た
。

　
「
大
間
原
発
建
設
断
念
、全

原
発
の
廃
炉
、核
関
連
施
設
廃

止
の
た
め
に
全
力
で
行
動
す

る
」の
集
会
宣
言
を
採
択
。そ
の

後
、大
間
町
内
を
色
々
な
楽
器

で
サ
ウ
ン
ド
を
響
か
せ
、力
強

く
デ
モ
行
進
。

　
「
原
発
反
対
」「
子
ど
も
を
守

ろ
う
」な
ど
の
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ

ー
ル
に
、家
の
中
か
ら
手
を
振

っ
た
り
、玄
関
先
に
出
て
き
た

り
し
て
応
援
す
る
町
民
の
姿
が

多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

県
労
連
を
中
心
に
「
集
会
を

成
功
さ
せ
る
実
行
員
会
」は
、青

　

６
月
16
日
に
、
大
間
原
発
反
対
現
地
集
会
と
町
内
デ
モ
行
進
が

ほ
ぼ
500
名
の
参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
現
地
集
会
実
行
委
員
会

主
催
で
今
年
は
６
回
目
。
今
年
は
、
県
労
連
始
め
21
団
体
で
「
現

地
集
会
を
成
功
さ
せ
る
実
行
委
員
会
」
を
結
成
し
結
集
。
約
170
名

を
集
め
、
集
会
成
功
の
た
め
に
奮
闘
し
ま
し
た
。

森
市
地
区
か
ら
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

２
台
や
自
家
用
車
に
分
乗
し
て

約
50
名
が
参
加
。同
じ
よ
う
に

西
北
五
地
区
50
名
、弘
前
地
区

30
名
、三
八
・
上
北
・
下
北
地
区

で
40
名
の
、全
部
合
わ
せ
て
約

170
名
が
参
加
。　
　
　
　
　
　

　

昨
年
の
「
11
・
11
原
発
即
時

ゼ
ロ
全
国
統
一
行
動
・
大
間
原

発
現
地
集
会
」に
続
き
、集
会
成

功
の
た
め
に
大
き
な
役
割
を
果

た
し
ま
し
た
。

　

県
労
連

・
保
険
医

協
会
共
催

「
第
16
回

カ
レ
イ
釣

り
大
会
」

が
６
月
23
日
、
野
辺
地
沖
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
早
朝
４
時
に

漁
港
に
集
合
し
た
56
人
の
腕
自

慢
の
面
々
は
開
会
式
後
、
６
隻

の
漁
船
に
分
乗
し
て
早
速
、
出

港
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ポ
イ
ン
ト
に

移
動
し
ま
し
た
。

　

天
候
は
曇
り
で
西
寄
り
の
風

が
や
や
強
く
、
絶
好
の
釣
り
日

和
。
し
か
し
、
途
中
か
ら
陽
差

し
が
強
ま
り
、
暑
さ
と
の
闘
い

も
。
釣
果
は
船
に
よ
り
大
き
な

差
が
生
ま
れ
、
重
量
賞
入
賞
者

は
全
員
が
同
じ
船
。
外
れ
た
参

加
者
か
ら
は
、「
腕
よ
り
船
の

差
」
の
声
が
し
き
り
。

　

カ
レ
イ
総
重
量
賞
入
賞
者
４

名
、
同
大
物
賞
３
名
、
ア
ブ
ラ

メ
大
物
賞
２
名
、
ユ
ニ
ー
ク
賞

１
名
（
ホ
ヤ
）
で
し
た
。
入
賞

を
逃
し
た
参
加
者
は
、
早
く
も

来
年
の
リ
ベ
ン
ジ
を
誓
っ
て
い

ま
し
た
。

　

６
月
５
日

に
Ｊ
Ａ
グ
ル

ー
プ
青
森
、

県
生
協
連
、

県
漁
連
、
県

森
林
連
の
４

団
体
主
催
で

「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参

加
断
固
阻
止

県
民
総
決
起

集
会
」
が
、

青
森
産
業
会
館
に
県
内
全
域
か

ら
３
千
人
を
集
め
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

県
労
連
、
民
医
連
、
保
険
医

協
会
な
ど
13
団
体
で
構
成
す
る

Ｔ
Ｐ
Ｐ
反
対
青
森
県
実
行
委
員

会
（
代
表
・
今
県
労
連
副
議
長
）

も
協
賛
団
体
に
名
を
連
ね
、
当

日
は
150
名
余
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

先
の
総
選
挙
の
公
約
を
破
り

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
を
表
明
し
た

安
倍
内
閣
。
７
月
に
も
交
渉
が

始
ま
る
緊
迫
し
た
情
勢
下
、
Ｔ

Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
絶
対
阻
止
に
向

け
た
運
動
強
化
の
決
議
文
を
満

場
の
拍
手
で
採
択
し
ま
し
た
。

13
通
の
応
募
で
４

通
正
解
で
し
た
。

当
選
者
は
次
の
方

々
で
す
。
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

小
山
内
一
（
建
交

労
）

立
柳
直
子
（
県
国

公
家
族
）

工
藤
順
勝
（
私
教

連
）

総
会
を
ア
ピ
オ
あ
お
も
り
で
開

催
し
ま
し
た
。

　

前
半
は
、
日
本
原
子
力
研
究

開
発
機
構
労
働
組
合
中
央
執
行

委
員
長
の
岩
井
孝
氏
を
講
師
に

「
福
島
原
発
は
今
ど
う
な
っ
て

い
る
か
、
原
発
の
新
規
制
基
準

と
は
何
か
」
と
題
し
て
の
学
習

会
。
こ
れ
に
は
会
場
一
杯
の
約

100
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
続
い

て
の
総
会
で
は
方
針
、
新
役
員

体
制
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

６
月
８
日
の
午
後
、
県
労
連

な
ど
14
団
体
で
構
成
す
る
「
核

燃
サ
イ
ク
ル
施
設
立
地
反
対
連

絡
会
議
」
は
、
学
習
会
と
年
次


